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知しぶりの理学部広報をお問 もます。巻額話にグラ¬民が書かれてぬ尋よう|に、本年度は、理学部ら大学院瑾肇累

聯嚢砕臓蟄動齢額簡動量:大態に見直テこ|とになり、ホームページな|― 幅踵科報囀親轟衛ち|でい.く ことに意りま.した。

そつ中で、瞑来魏 跡騨員」について曝 廃止馨食機た露 し鶉 書れ感|しれ 例えばヽ 場 はすでにポー

ム.ペーザでの公開が黎本と|なって
'聰

崚す。構黎な議論鴎 り'ました濾 磁藁剛 の慶読者鰺 く、4罐きも続けて朧しい
という1嚢奮軸峰れ到紬階でし諸。
.本零鷹|は、腸来の形式の Ful警 1出すことにし菫したは 罐 露が ■|ン警含あた擢客に報 考え・ています。
また難学部・1大学院理学綸研究料のホームペーいな通じて大韻分働藩馨憲公開するデ定ですょ教職直、準生の借さな

もu輔嚇むぃァィデァ・躍畢識ありま貼たら、1氣あて提つていたがけれ鰈 ぅれυけひ菱b‐
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